【募集要領】別紙４

企画提案書作成要領
注意事項
１　提案内容については、次ページの項目に沿って作成してください。
提案は端的にまとめてください。
２　Ａ４判縦、左綴じ、本文の文字サイズは10.5ポイント以上に統一して作成してください。
本文は15ページ以内（表紙・目次を除く）で両面刷りとします。
３　カラー、モノクロは自由です。また、デザインも自由です。
ただし、必ずページ番号を入れてください。
４　表紙については、ページ番号には含めず、つぎのア、イを必ず記載してください。
　ア　表題

「生活保護受給者に対する金銭管理支援事業　企画提案書」
　イ　事業者名
　

提案内容について
下記の項目⑴～⑸について提案してください。
(1)事業者の組織体制

・　個人情報保護および情報セキュリティ確保のための取組、法令遵守に対する取り組みおよび苦情・緊急事態・事故に対する対応の考え方、予防の取組、実際の対応事例等について記載してください。また、リスクマネジメント等に関する規程、マニュアル等があれば添付してください。
・　本委託事業の履行場所（練馬総合福祉事務所）の管轄区域に在住する支援担当者を配置する場合、個人情報保護上、特に配慮できることがあれば記載してください。

(2)業務実施体制

・　どのような職員を支援担当者として従事させる予定か、その職員の金銭管理・家計改善支援業務または類似業務の実務経験や、保有資格についても触れながら記載してください。
・　事業を実施する上での人員配置と人員ごとの役割分担について記載してください。
(3)提案内容Ⅰ
・　本業務を実施する背景や意義について記載してください。

・　本事業では、金銭を適正に管理できず生活に支障をきたしている被保護者を対象としています。金銭を適正に管理できない要因にはさまざまなものが考えられますが、支援対象者の金銭管理能力および家計の改善に向け、どのような支援を行うか具体的に提案してください。
(4)提案内容Ⅱ
・　被保護者が利用できる社会資源の中には、金銭管理の支援を行う制度が本事業以外にも存在します（練馬区社会福祉協議会による地域福祉権利擁護事業、更生施設等が提供する施設サービスなど）。本事業の利用者がこれらの社会資源につながり、本事業から他制度へと利用を移行した場合、移行時期における事業間連携について、考え方や取り組み等を記載してください。実際の対応事例がある場合には、あわせて記載してください。
・　本事業の対象者は、他法他施策の活用または生活状況や金銭管理能力の改善等により、本事業での支援不要となったうえで事業の利用を終了する見込みのある者としています。しかし、さまざまな要因により想定通りの利用終了に結びつかない可能性が考えられます。支援期間の長期化の防止策や、実際に長期化してしまった場合の対応策について、具体的に記載してください。実際の対応事例がある場合には、あわせて記載してください。
(5)区民雇用の促進等
・　従事（予定）者は何人いますか。そのうち、練馬区在住者は何人いますか。
　（事業責任者等、運営に従事する人と、支援員を別々に記載してください。）
・　地域貢献（区内事業者の活用等）、社会貢献、環境に配慮した取組があれば記載してください（会社全体での取組等も含む）。
